























態は以下のとおりである。1998 年から 14年連続で「年間自殺者 3万人超」（一










自殺率はアメリカの 2倍、イギリスやイタリアの 3倍である。そのうち 40～60
代の男性が全体の 4割を占める。働きざかりの父親層である。20代、30代の自
殺率は 20年前の 1.5 倍で、死因の第一位が自殺である。80歳以上の自殺率は
31.4%（全世代平均の 25.3％よりも高い）で男女比は 7対 3である。自殺率の国際
比較は、男 7位、女 2位である。
内閣府が 2012 年 5月 2日に発表した自殺に関する成人の意識調査の結果では、
「自殺したいと思ったことがある」と答えた人は 23.4％に達し、2008 年の前回調
査より 4.3 ポイント上昇した。年齢別にみると、50代以下は 4人に１人が自殺
を考えた経験をもっており、20代は 28.4％と最も多かった３）。一般的に考えら
れている現代日本の自殺の原因は以下のものである。
1998 年 3月に自殺者数が前年に比し 8,400 人増加した。1998 年 3月は 1997












（2013 年 1月 18 日日刊）「自殺者をなくす──年間なお 2万 7千人（上）」では、
「借金や生活苦などによる自殺が減ったとみられ、専門家は多重責務者対策など
が一定の効果を上げたとする。ただ「予備軍」は依然多い。若者では増加傾向
で」あるとしている。また同紙（2013 年 1月 23 日日刊）「自殺者をなくす──年
間なお 2万 7千人（下）」によると、「自殺者数は昨年（※原文ママ）まで 3年連
続で減ったが若者に限ると増加傾向にある。昨年 1～11月の月ごとの暫定値を
合計すると、20代以下の自殺者は 3,136 人。年間自殺者数が同じく 3万人以下


























2008 年 6月 8日午後 12時 33分に起きた「秋葉原無差別殺傷事件」は、死者
7人、負傷者 10人を出した。犯人は当時、自動車製造工場に勤める 25歳の派遣
労働者だった加藤智大である。

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































暮らしの 65歳以上の自宅での死亡者数は平成 14年の 1,364 人から平成 20年に
は 2,211 人と 1.6 倍に増加している。また（独）都市再生機構が運営管理する賃
貸住宅約 76万戸において、単身の居住者が誰にも看取られることなく賃貸住宅
内で死亡したケース（自殺や他殺を除く）は平成 11年度の発生件数 207 人から平
成 20年度には 613 人と、9年間で約 3倍に増加した。この死亡者数すべてが孤
立死であるわけがないが、いわゆる広義の「孤立死」の多くはこのなかに含まれ
ると考えられる。このことから孤立死の数も、おそらく同様に増加しているもの
と推測される。「孤立死」も自死問題と同じ背景をもち、共通の要因を抱えてい
るのではないだろうか。「孤立死」の問題もこれから我々が考えていくべき問題
である。
「江戸時代の後半、人びとの意識は自分の人生と社会ならびに自然との調和的
呼応という点では、ある極点に達していたようだ。中世のように死と生を徹底し
て見据える視線は消失した」64）。「この時代の人は、あるいは死とあまりに親し
みすぎていたのかもしれない」65）66）。「死」や「不幸」は訪れるものであり、彼
らにとっては自然現象であったのである。それはどうしようもないことであり、
甘受する以外はないものなのだったのではないか。現代では「生」と「死」が断
絶している。「現世」しかない。「生」と「死」の連続。「死」が「この世」から
「あの世」へのただの移動であるから、当時の人びとは「死」が恐くなかったの
かもしれない。「死」を含みながら生きていたのだ。現代日本人は「よい生」に
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64）渡辺 2004:86
65）渡辺 2004:84
66）江戸時代には『火事で「焼け出された人々も必ず幸福そうにニコニコしている」』（渡辺 2005：507）。
「不幸に襲われたことをいつまでも嘆いて時間を無駄にはしなかった。持物をすべて失ったにもかか
わらずである。…日本人の性格中、異彩を放つのが、不幸や廃墟を前にして発揮される勇気と沈着
である」（渡辺 2005:507）。「この時代の日本人は死や災害を、今日のわれわれからすれば怪しからぬ
と見えるほど平然と受けとめ、それを茶化すことさえできる人びとだった」（渡辺 2005:509）。
執着している。「よい生」が叶えられないなら、一気に「よくない生」＝「死」
へと転化する。それはゲームのように自分の人生が嫌になったらリセットボタン
を押すみたいに。現代人は「人生」をコントロールしようという意識が強すぎる
のではないか。「命」のハンドルは自分が握っていると思っているである。この
ような折、死んだ祖先や身近な人のことを考えてみたらと思う。
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